ユーラシア大陸高速鉄道網構築への国際協力
――中国鉄道事情（3）――
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日中科学技術文化センター　　凌星光

　高速鉄道技術は西欧で始まり、日本がそれを開花させ、西欧で大規模な発展を見た。今やそれは中国に渡り、ユーラシア大陸で大発展を遂げようとしている。

　日本は1964年に新幹線を完成させ、高速鉄道の先駆けとして世界各国に影響を与えた。1981年にフランスのＴＧＶがはじめて運行し、それ以来、仏独などヨーロッパを中心に高速鉄道のネットワークが形成された。その後、カナダ、アメリカ、メキシコなどでも高速鉄道の発展を見るに至った。現在、中国がその仲間入りをし、今後10数年間で高速鉄道地図を塗り替えようとしている。イギリスの9月2日付ファイナンシャルタイムズによれば、アジアの鉄道はすごいスピードでヨーロッパを追い越すと予測している。
　中国はユーラシア大陸の東に位置し、23カ国と国境を接している。中国の高速鉄道の発展は、必然的に近隣諸国に大きな影響を与える。チベット鉄道はインドとつながるだろうし、シンガポールを始点としてマレー半島とインドシナ半島を通って中国につながる国際的鉄道の建設計画は加速化されよう。中国とロシアをつなぐ国際線が強化されるばかりでなく、綏芬河からウラジオストックまで鉄道で運び、その後、海運で中国南部や外国に運ぶ路線が形成されつつある。本世紀の30年代頃には、中国本土での高速鉄道網とヨーロッパの高速鉄道網とが連結し、ユーラシア大陸高速鉄道網の基軸が形成されていこう。

北朝鮮の政治的変化は間近に迫っている。対馬海峡の海底トンネルを通って、日本の新幹線が中国高速鉄道と連結する日も、そう遠くはないであろう。日本が開発しているリニアモーターカーが活躍する日もやってこよう。しかしそれには、日本が今から中国との提携を強化し、先ず中国市場を狙い、それを踏まえてインドや東南アジアに進出するという戦略を持たねばならない。もしあと10年、現在のように保守的な考えで過ごすならば、日本の鉄道技術発展のチャンスを逸してしまうのではないかと憂える。
理由は、鉄道の需要はユーラシア大陸にあり、そこへの進出なくして技術の発展はあり得ないからである。中国の鉄道需要が大きいため、優秀な人材も集まるし、技術の進歩が速い。その上、今は資金が豊富にあり、近隣諸国への支援も大々的に推し進められるであろう。周知のように、国際的高速道路の建設に当たって、中国は貧困な隣国に対して技術と資金の両面で支援し、速やかなる完成を図ってきた。それが中国の利益にも繋がるからである。経済力と技術力をつけてきた中国が、今後、国際的高速鉄道の建設に当たって、これまでにない積極的展開を見せることは目に見えている。

ここで更に強調したいことは、中国は経済力や技術力ばかりでなく、構想力や政治力においてもたいへん長けていることである。共産党の実質的一党独裁体制は非民主的という欠陥を伴う。しかし、当今の中国政治体制は、体制内民主化と法治的制度化が進み、効率的な行政運営が行われるようになった。それは30年に及ぶ高度成長によって立証されている。ユーラシア大陸での高速鉄道網の構築に当たっても、かなり戦略的な展開を見せてくるであろう。日本はその動向を適時に掌握し、機を逸することなく対応していくことが肝要だ。
ここで元海外経済協力基金の理事であった笹沼充弘氏の見解を紹介したい。彼は多くの発展途上国から厚い信頼を得ていて、定年退職後の現在も、ベトナムの国家レベル指導者へのアドバイザー的役割を果たしている。その彼が、ハノイからホーチミン市への高速鉄道の建設に当たって、日本・ベトナム間協力だけでなく、中国・韓国も加えた四カ国協力で推進するよう提案している。理由は次の二つにある。
１　コストを下げることができる。日本は高い技術を持っているが、全般的にコストが高い。ベトナムは鉄道技術が低く、任務を達成することは困難。中国や韓国が参加することによって、技術は保証されるし、コストも低くて済む。彼の計算によると、日越だけだと4兆円かかるが、日越中韓でやれば1兆円で済む。

２　国際協調が時代的流れ。これからは国際協調の時代であり、東アジアは協力して経済的効率を求めるべきである。日本の中には中国への対抗意識があり、ベトナムにも自国の力でという考え方がある。21世紀においては、そういう狭い考え方を超えなくてはならない。
筆者はかねてから、対アフリカ支援や対アジア諸国支援で、日中両国は提携すべきであると説いてきたが、笹沼氏の考え方と一致する。笹沼氏の意見を中国の関係者に伝え、ベトナム高速鉄道建設での日中協力を推進したい。これは本センターの設立主旨にも合うものである。
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